
軸となる取組・活動 
 ※小中一貫教育構想図の実践に向けて，軸となる取組・活動について，つけたい力を明確にした上で，中学校ブロックまたは各学校で取り組む内容を，学年または一定

の学年区分ごとに記載してください。（適宜，学年または一定の学年区分ごとに，実線・枠等の記入や点線の消去をしてください。） 

 

義務教育卒業時につけたい力 

◎自信と誇りを持ち，自分の進路を切り拓く力。 

◎高い規範意識と正義感・志。 

◎進んであいさつができ，思いやりを持ち，言葉を大切にする力。 

◎基礎学力を身につけた上で，自ら学び応用しようとする力。 

  

 

①目標をしっかり持ち，粘り強くやり遂げようとする子 

②友だちを大切にできる子 

③自分の考えが言える子 

④心も体もたくましい子 

 

 

① 思いやりと優しさ，素直な心を持ち，挨拶と言葉

を大切できる生徒。 

② 校則やみんなで決めた約束を守ることができる，

規範意識の高い生徒。 

③ 正義感を持って行動し，仲間を大切にでき，笑顔

が輝く生徒。 

④ 学習・行事・部活動など様々な活動に自ら積極的

に取り組める生徒。 

⑤ 進路展望を持ち，将来必要な学力や生きる力を身

につけた生徒。 

・地域学習などを通して，自分たち

が地域の様々な方に支えられてい

ることに気付く。 

・粘り強くやり遂げようと努力す

る。 

・気付いたことや見つけたことを自

分なりの表現し，発表する。 

・友達と協力することの大切さや楽

しさに気付く。 

・地域や生活の中で，自分が役立つ

ことを考え実践する。 

・自分が立てた計画を粘り強くやり

遂げようと努力する。 

・気付いたことや見つけたことを友

達と協力しながら分かりやすくま

とめ，発表する。 

・課題解決のための調査や情報収集

など，適切な計画を立てて粘り強く

取り組み，やり遂げようと努力す

る。 

・集めた情報や調べた事柄に自分な

りに工夫を凝らし，相手意識をもっ

てよりよい発信をする。 

・体験を通して，働くことの意義や

苦労，大切さが分かる。 

小１（１年） 小２（２年） 小３（３年） 小４（４年） 小５（５年） 小６（６年） 中１（７年） 中２（８年） 中３（９年） 

取組・活動 

 

・みんなのにこ

にこだいさくせ

ん（家庭と生活） 

・もうすぐ 2 年

生（自分の成長） 

 

 

 

 

 

 

・だいすきいっ

ぱいわたしのま

ち（生活） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・梅津大好き（総

合的な学習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・エコライフチ

ャレンジ（総合） 

・日新電機ソー

ラーカー環境学

習（総合） 

 

 

 

 

 

 

・スチューデン

トシティ学習 

・非行防止教室 

・桂川環境学

習・堆肥作り（総

合） 

 

 

 

 

 

・在校生や地域

の人々と楽しみ

つながろう（総

合） 

・非行防止教室 

・薬物乱用防止

教室 

・中学校体験授

業 

 

 

 

 

 

 

学習の意義・目的・授業の受け方についての全校集会 

部活動・文化祭・体育大会・全校道徳・生徒総会 

ファイナンスパ

ーク学習 

防煙教室 

小学校訪問 

非行防止教室 

修学旅行 

チャレンジ体験 

薬物乱用防止教

室 

幼児とのふれあ

い学習 

 

 

・みんなのにこ

にこだいさくせ

ん（家庭と生活） 

・もうすぐ 2 年

生（自分の成長） 

 

 

・校区のお店探

検 

・ひろがれわた

し（自分の成長） 

 

 

・スーパーや農

家で働く人 

・昔のくらし（お

年寄りとの交

流） 

 

 

・モノづくりの 

殿堂学習 

・1/2 成人式 

・エコライフチ

ャレンジ（環境） 

 

 

・スチューデン

トシティ学習 

・非行防止教室 

 

 

・中学校体験授

業 

・非行防止教室 

・薬物乱用防止

教室 

・地域探求 

 

  

思いやり・優しさを持ち，言葉やあいさつを大切にする「いいことばの日」の取組推進 

 

・異学年，保護者，地域の人々と交

流することを通して，児童の学ぶ意

欲を高めると共に，授業において言

語活動の充実を図る。 

・児童にとって身近にある地域の文

化に触れたり地域の人々と関わり

をもつことにより，地域社会に愛着

を感じ，地域の伝統や文化を大切に

しようとする態度を育成する。 

・地域の方やお年寄りとの関わりを

通して，誰に対しても丁寧な気持ち

と誠意をもって接しようとする態

度を養うとともに，自分の成長を振

り返り，将来への展望をもたせる。 

・自らが調べたり，考えたりして分

かったことをまとめ，分かりやすく

発表できる力を養う。 

・体験活動を通して，社会は人々が

それぞれの役割を分担し，お互いに

支え合い，補い合う中で成り立って

いることを理解し，自らの生き方に

ついて考えさせる。 

・観光都市京都について自らの課題

に応じて調べ，よりよい街づくりに

ついて分かりやすくまとめ，発表で

きる力を育てる。 

言葉・約束・仲間を大切にする「梅津の志」の徹底 

社会・経済の

仕組みを知り，

社会の一員とし

て，また将来家

庭を支え，子ど

もを育てる者と

して，生きるた

めに必要な力や

身に付けなくて

はいけないもの

は何かを学ばせ

る。 

 学級・学年・

学校など様々な

単位での集団活

動を通し，将来

所属する集団の

一員として，ル

ールや約束を守

り，正義感を持

って行動できる

力や社会の変改

に対応できる力

を身に付けさせ

る。 

 職業体験を通

して，自分の適

性や将来につい

て考えさせる。

また生き方につ

いて，仲間と共

に考察を深めさ

せ，自分の進路

を切り拓く力

と，その裏付け

となる知識や生

きる力を身に付

けさせる。 

 

＜梅津小学校の取組＞ ＜梅津中学校の取組＞ 

＜梅津北小学校の取組＞ 

＜中学校ブロックとしての取組＞ 梅津中学校ブロックにおけるキャリア教育カリキュラムの実践 

梅北「梅北算数検定・漢字検定」 

梅小「算数チャレンジ・漢字チャレンジ」  ・・・二校で同じ問題を使用する。年間２回 
中学校でも継続できないか検討 

学年または学年区分ごとにめざす姿 



 

学びの約束・ルール 

項 目 小１（１年） 小２（２年） 小３（３年） 小４（４年） 小５（５年） 小６（６年） 中１（７年） 中２（８年） 中３（９年） 

話し方 

聞き方 

授業規律 

【発表名人５か条】 

①しせいよく 

②みんなに聞こえる声で 

③はっきりと 

④えがおで 

⑤あい手を見て 

 

 

 

 

 

 

【発表名人７か条】 

①しせいよく 

②みんなに聞こえる声で 

③はっきりと 

④えがおで 

⑤あい手を見て 

⑥立つ位置を考えて 

⑦分かりやすい速さで 

 

 

 

 

【発表名人１０か条】 

①姿勢よく 

②みんなに聞こえる声で 

③はっきりと 

④笑顔で 

⑤相手を見て 

⑥立つ位置を考えて 

⑦分かりやすい速さで 

⑧ポイントを指し示しながら 

⑨相手の反応を確かめて 

⑩調子・速さを変えて 

 

【話し方名人】 

①姿勢を正して  

②みんなを見て  

③大きな声で  

④ポイントをおさえて  

⑤語尾をはっきりと 

【聞き名人５か条】 

①体をむけて 

②かおをみて 

③うなずきながら 

④大事なことをおとさずに 

⑤さいごまで 

【聞き名人７か条】 

①体をむけて 

②かおをみて 

③うなずきながら 

④大事なことをおとさずに 

⑤さいごまで 

⑥自分と比べながら 

⑦話の中心に気をつけて 

 

 

 

【聞き名人１０か条】 

①体を向けて 

②顔を見て 

③うなずきながら 

④大事なことを落とさずに 

⑤最後まで 

⑥自分と比べながら 

⑦話の中心に気をつけて 

⑧意図をとらえたり 

⑨質問したり 

⑩感想を述べたり 

【聞き方名人】 

①相手を見て  

②相づちを打ちながら  

③メモをとりながら  

④最後まで聞いて  

⑤自分と比べて 

 

※高学年に合わせて１０か条にすることを検討 

【授業規律 10 ゕ条】 

①授業
じゅぎょう

が始
はじ

まるまでにトイレをすませ，学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をしておこう  

②忘
わす

れ物
もの

をないようにしよう  

③時間
じ か ん

を守
まも

ろう  

④気持
き も

ちのよいあいさつをしよう  

⑤自分
じ ぶ ん

の席
せき

に，姿勢
し せ い

よく座
すわ

ろう  

⑥授業
じゅぎょう

の「めあて」を確認
かくにん

し，最後
さ い ご

にはふり返
かえ

ろう  

⑦先生
せんせい

の話
はなし

や友
とも

だちの話
はなし

を最後
さ い ご

まで聞
き

こう  

⑧手
て

をあげて，ていねいな言葉
こ と ば

づかいで発表
はっぴょう

しよう  

⑨ノート・プリントは後
あと

で見直
み な お

しができるように，ていねいに書こう  

⑩宿題
しゅくだい

は，毎日
まいにち

必
かなら

ず出
だ

そう 

【授業規律１０か条】 

①授業が始まるまでにトイレを済ませ，学習の

準備をしておこう  

②忘れ物をないようにしよう  

③ベル着を守ろう  

④気持ちの良い挨拶をしよう  

⑤自分の席に，姿勢よく座ろう  

⑥授業の目標を確認し，最後にはふりかえろう  

⑦先生の話や友だちの話を，最後まで聞こう  

⑧手をあげて，丁寧な言葉遣いで発表しよう  

⑨ノート・プリントはあとで見直しができるよ

うに，工夫して書こう  

⑩宿題は，期限を守って提出しよう 

家庭学習 家庭学習のめやす＝学年×（１０～１５分） 

①漢字ドリル・漢字の学習・漢字ノート 

②算数プリント・計算ドリル 

③音読 

 

【週末】 

・読解問題 

・日記 

家庭学習のめやす＝学年×１０

分 

①漢字ドリル・漢字の学習・漢

字ノート 

②算数プリント・計算ドリル 

③音読 

④自主学習 

 

【週末】 

・読解問題 

・日記 

宿題黒板を見て各教科の課題・提出物の確認。 

一定の量

の決まった

内容の家庭

学習が出さ

れるとは限

らないので，

自学自習が

できること

がポイント。

わからない

ことは，その

日のうちに

質問。 

 内容をより深

め，覚えたての

知識を正確な物

にするには自学

自習が必要。わ

からないこと

は，その日のう

ちに質問。自学

自習用のノート

を準備し，各教

科の勉強法に沿

って始める。 

 新しい内容

だけでなく３

年間の復習も

必要。それを

次のステージ

で通用するも

のとするため

に，自学自習

が必要。自学

自習用のノー

ト を 活 用 す

る。 

適切な言葉 

あいさつ 

言葉遣い 

○「ふわふわことば」を使う。 

○相手を見て大きな声であいさ

つをする。 

○丁寧語がつかるようにする。 

○相手を見てあいさつをする。 

○相手に気持ちが伝わるような

正しい言葉遣いをする。 

○相手を思いやる気持ちを持っ

て言葉がけができる。 

○その場の状況や相手の状態を

考えて挨拶をする。 

○相手に気持ちが正しく伝わる

ような言葉遣いをする。 

○優しく思いやりがあり，相手

を勇気づける言葉をかけられ

る。 

 

○その場の状況や相手の状態

を考えて挨拶をする。 

○相手が気持ちいいと感じる

ことができるあいさつがをす

る。 

○相手に気持ちが正しく伝わ

るような言葉遣いをする。 

○優しく思いやりがあり，相手

を勇気づける言葉をかけられ

る。 

○社会で通用

できる正し

い言葉遣い

ができる。敬

語・尊敬語が

ただしく使

える 

○言葉遣いのモデルとして，教職員が適切な言葉遣いをする。 

読書習慣 ○朝読書の時間の活用 

○読書を習慣付けるため，読み聞かせ，学級通信等で本の紹介，読書ノートの活用 

 



 


